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PROGRAM 
 

なにゆえ 美しさと優美さに B.フェラーリ 

A che bellezza e gratia - Benedetto Ferrari ʻdalla Tiorbaʼ (1603/04-1681) 
 
 
 

⾏け、愛の⼿紙よ G.フレスコバルディ 

Vanne, ò carta amorosa - Girolamo Frescobaldi (1583-1643) 
 

孤独な⼩⿃ J.ペーリ 

Solitario augellino - Jacopo Peri (1561-1633) 
 

林は静まりかえっている S.ル・カミュ 

On nʼentend rien dans ce bocage - Sébastien Le Camus (ca.1610-1677)  
 
 
 

シャコンヌ  R.ド・ヴィゼー *テオルボソロ 

Chaconne - Robert de Visée (ca.1655-1732/33) *Theorbo solo 
 
 
 

悲しく⼈影のない場所、暗い隠れ処 M.A.シャルパンティエ 

Tristes déserts, sombre retraite - Marc-Antoine Charpentier (1643-1704) 
 

安らぎ、⽊陰、静けさ M.ランベール  

Le repos, lʼombre, le silence - Michel Lambert (ca.1610-1696) 
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--- PAUSE --- 
 
 

主をほめたたえよ G.G.カプスペルガー 

Laudate Dominum - Giovanni Girolamo Kapsperger (ca.1580-1651) 
 
 
 

ある⽇僕は散歩に出かけた 作者不詳 

L̓ autre jour mʼallant promener - Anonymus 
 

愛おしく麗しいくちづけ F.コッラーディ 

Baci cari e graditi - Flamminio Corradi (fl.1615-44) 
 

僕のすてきなお嬢さん F.コッラーディ 

Vezzosetta mia Pargoletta - Flamminio Corradi (fl.1615-44) 
 
 
 

恋するヘラクレイトス B.ストロッツィ 

L̓ Eraclito amoroso - Barbara Strozzi (1619-1677)  
 

パッサカリア  G.G.カプスペルガー *テオルボソロ 

Passacaglia - Giovanni Girolamo Kapsperger (ca.1580-1651) *Theorbo solo 
 
 
 

⼼がしかと捕らえられたなら J.C.ド・ラ・バール  

Quand une ame est bien atteinte - Joseph Chabanceau de la Barre (bap.1633-1678) 
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歌詞⼤意 
 

〈なにゆえ 美しさと優美さに〉 
ベネデット・フェラーリ 
 
なにゆえ 
あのみやびな顔の 美しさと優美さに 
昼も夜も焦がれているのか 
天上のもの以外 すべてを兼ね備えたあの顔の 
愛から逃げなさい、純粋な魂よ 
愛は気が早く、期待を膨らませるのだから 
 
なにゆえ 
くちづけと愛情を 
最愛の⼈ 僕の⼼であるあの⼈に 
四六時中求めるのか 
この世の快楽は苦いのだ 
愛を捨てなさい、魅せられた魂よ 
傷つけようとする者に、慈悲はないのだから 
 
なにゆえ 
つかの間の美 偽りの美に 
バカな真似ばかり？ 
彼⼥の美しさほど 僕を駆り⽴てるものはない 
愛を⼿放しなさい、無⽤⼼な魂よ 
愛に仕える者は、死にも仕えるのだから 
 
〈⾏け、愛の⼿紙よ〉 
ジローラモ・フレスコバルディ 
 
⾏け、愛の⼿紙よ 
⾔葉も出ぬほど焦がれる彼⼥の元へ 
ああ 僕の内気な⼿紙よ 
⼤胆であれ、期待し、切願せよ 
彼⼥に請うてくれ 
僕の愛と忠誠に ⾒返りはいらない 
ただ憐れんでくれと 

僕は、否、望まない 
彼⼥が僕のため息に ため息をつくことなど 
僕は、否、望まない 
彼⼥が僕の憂鬱に ⼼をやつすことなど 
ああ 実に無情なこの⼼  
恥ずべき恋する者だ 
愛する⼥性が愛にため息をつくのを 
⾒たいと望むなど 
 
愛の痛みは彼⼥から離れよ 
悲しみ、嘆き、そしてため息は 
全て僕のものであれ 
そして（ああ、愛の新しい驚きだ） 
僕はこの愛の⾒返りを 
望みも求めもしない 
もし愛が痛みを伴うのなら、 
僕を愛して欲しくない 
僕はただ望み求める 
彼⼥がこの愛を軽蔑しないようにと、 
そしてこの苦しみの⾒返りとして 
ただ彼⼥を愛し崇めたいと 
 
〈孤独な⼩⿃〉 
ヤコポ・ペーリ 
 
孤独な⼩⿃は 
美しく嘆く 
昼も夜も 
美しく嘆きながら 僕に寄り添う 
お前はいつかまた会うだろう 
お前の嘆く、想いの相⼿に 
だが僕は 哀れ、決して出会うことはない 
かくも抗えぬ憤りが にわかによぎる 
愛おしく はかないものよ  
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〈林は静まりかえっている〉 
セバスティアン・ル・カミュ 
 
林は静まりかえっている 
穏やかな夜の間 
⿃たちはひっそりと 
美しいさえずりもない 
 
すべて穏やかだ、そよ⾵までも 
なのに 私は苦しみに押し潰されて 
ただ独り、⼼を乱す ああ！ 
こんなにも深い静寂 
もろい後悔 悲しいため息のゆえに 
 
 
〈シャコンヌ〉*テオルボソロ 

ロベール・ド・ヴィゼー 
 
 
〈悲しく⼈影のない場所、暗い隠れ処〉 
マルク=アントワーヌ・シャルパンティエ 
 
悲しく⼈影のない場所、暗い隠れ処 
岩々に 我が運命を 絶えず打ち明ける 
聞け 僕を死へと追いやる 
秘めた 悲痛の ⾝の上を 
 

僕は愛し、そして愛された 
僕の幸福を、王たちも神々もうらやんだ 
ああ！その時はもう終わったのだ 
不実なシルヴィアは、我が恋敵と結ばれた 
 
悲しく⼈影のない場所、暗い隠れ処 
岩々に 我が運命を 絶えず打ち明ける 
秘めた悲痛のかぎりを お前たちに話した 
お前たちは証⼈となるのだ 僕の死の 
 
〈安らぎ、⽊陰、静けさ〉 
ミシェル・ランベール  
 
安らぎ、⽊陰、静けさ 
全てがそこで 私に打ち明けさせる 
最も秘めたるこの悲痛を 
この苦しみを話し 気持ちが楽になる 
この森にしか⾔うまい 
それでも この思いは明かされるのだ 
 
もし黙することなく 話したいのなら 
この孤独な場所で あなたは⾃由だ 
軽い⼝を 恐れることはない 
この苦しみを話し 気持ちが楽になる 
この森にしか⾔うまい 
それでも この思いは明かされるのだ

--- PAUSE --- 
 

〈主をほめたたえよ（詩篇 150 篇より）〉 
ジョヴァンニ・ジローラモ・カプスペルガー 
 
神の聖所で 主をほめたたえよ 
御⼒の⼤空で 主をほめたたえよ 
その⼤能のみわざのゆえに 主をほめたたえよ 
その⽐類なき偉⼤さにふさわしく 
主をほめたたえよ 
⾓笛を吹き鳴らして 主をほめたたえよ 

琴と竪琴に合わせて 主をほめたたえよ 
タンバリンと踊りをもって 主をほめたたえよ 
弦をかき鳴らし笛を吹いて 主をほめたたえよ 
⾳の⾼いシンバルで 主をほめたたえよ 
鳴り響くシンバルで 主をほめたたえよ 
息のあるものはみな 主をほめたたえよ
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〈愛おしく麗しいくちづけ〉 
フランミニオ・コッラーディ 
 
愛おしく麗しいくちづけ 
我が⼈⽣の糧 愛の⾷物 
それは⽢く押しかけ 
私の⼼を奪ったかと思えば またそれを返す 
ああ 今すぐくちづけをさせてくれ 
最も⽢いくちづけよ 
 
愛おしく最愛のくちづけ 
忠誠の証、愛のくちづけ 
おお 憧れのくちづけは 
哀れな我が⼼に命を与えた 
いつ くちづけできるだろう 
最も⽢いくちづけよ 
 
我が魂のくちづけ 
歓びのくちづけ 幸運な証 
我が忠誠の内にあるくちづけは 
愛の柱 愛の⽀え 
ああ 今すぐくちづけをさせてくれ 
最も⽢いくちづけよ 
 
〈ある⽇僕は散歩に出かけた〉 
作者不詳 
 
ある⽇僕は散歩に出かけた 
ああ！ただ愛だけが僕を苦しめる！ 
⽺飼いの声が聞こえた 
愛しい⼈に語りかけている 
ああ！ただ愛だけが僕を苦しめる！ 
ちっとも僕を愛してくれない 
 
思い切って頼んでみようか 
ああ！ただ愛だけが僕を苦しめる！ 
君の唇に⽢いくちづけを 
ちょっとくらい いいじゃないか 

ああ！ただ愛だけが僕を苦しめる！ 
ちっとも僕を愛してくれない 
 
〈僕のすてきなお嬢さん〉 
フランミニオ・コッラーディ 
 
僕のすてきなお嬢さん 
どうして急いで逃げるんだい？ 
⾏かないでくれ、ああ切ない 
いつも死んだような気持ちさ 
 
君は美しく、ひどい⼈ 
僕の⼼に不実で 
ちょっとは聞いておくれよ（ああもうだめだ） 
君を愛し、慕っている僕のことを 
 
その⾜を⽌めて 頼むよ、⾏かないでおくれ 
⼀歩ごとに僕を苦しめるんだ 
ああ⾟い、悲しい運命 
僕に死を与えたいのかい？ 
 
お嬢さん、君は美しく情け深い 
ああ どうして君は僕のものではないんだ 
邪悪な定め、不幸な運命 
さよならフィッリ、僕はもう死んじまうよ 
 
〈恋するヘラクレイトス〉 
バルバラ・ストロッツィ 
 
聞いてくれ 恋する者たち、このわけを 
おお神よ 私に涙を流させるこのわけを 
あれほど信じていた 
敬愛する我が麗しの⽅の中で 
忠誠は消え果ててしまった 
私は ただ泣くことだけに悦びを抱き 
涙だけを糧とする 
悲しみこそ我が楽しみ 
呻きこそ我が歓び 
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あらゆる苦しみは私に好ましく 
あらゆる痛みは私を愉しませる 
嗚咽は私を癒し 
ため息は私を慰める 
 
だが あの移り気で不実な⽅が 
忠誠を拒むのなら 
せめておまえたちは この命尽きるまで 
私に忠誠を貫いてくれ おお、涙よ 
あらゆる悲しみは 私を攻めたてよ 
あらゆる嘆きは 永遠のものとなれ 
あらゆる悪は 私を苦しめよ 
私を殺し 地に埋めるほどに 
 
 
〈パッサカリア〉 *テオルボソロ 
ジョヴァンニ・ジローラモ・カプスペルガー  
 
 
 
 

〈⼼がしかと捕らえられたなら〉 
ジョゼフ・シャバンソー・ド・ラ・バール  
 
⼼がしかと捕らえられたなら 
その⼼は 恐れ、苦痛、欲望から 
決して逃れられない 
疑惑や束縛は 
その最も⽢い歓びの 邪魔をする 
愛の⽀配下では 
すべてが呻き ため息をつく 
それでもこの帝国は 
⽇々⼤きくなっているのだ 
 
愛情において 
誠実な⼥性ほど稀なものはない 
彼⼥の⼼の内は その瞳に明らか 
誰もが代わる代わる詰めかける 
誰がもっとも巧く逃れられるだろうか 
それが 愛を恐れる者の共通語 
それでも 愛に燃えるがままにするのが 
最も賢明なのだ 

 
［訳：ヴォクス・ポエティカ］ 

訳詞の無断転⽤・転載は固くお断りいたします 

 

------------------------------------------------------ 
 
◎会場にて CD『テオルボと描く肖像』販売中 
◎SNS でのご感想は、ぜひ #voxpoeticaduo をつけてご投稿ください！ 
◎本公演のライブ配信アーカイブは、下記リンクより 6 ⽉ 5⽇（⼟）17時まで無料でご視聴いた
だけます。（※アーカイブ視聴可能期間は、都合により変更になる場合もございます） 
 

ヴォクス・ポエティカウェブサイト 
www.voxpoetica-duo.com 
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--- ご挨拶 --- 
 

本⽇はご来場くださりありがとうございます。 
世の中が⼤変なことになり、演奏会の開催もままならない状況となりました。 

家にこもる時間が増えたり、マスクで顔の下半分が⾒えなかったり。 
私たちが最後に 誰かと何の気兼ねもなく笑ったり歌ったりしたのが 

遠く昔のことのように思えてしまいます。 
今⽇私たちが演奏をし 

その振動を誰かが感じて共鳴してくれることが 
今まで以上に⼤切に思えてなりません。 

ですからもう⼀度。 
本⽇は、ご来場くださりありがとうございます。 

 

Vox Poetica ヴォクス・ポエティカ 
佐藤裕希恵と瀧井レオナルドによる歌と撥弦楽器のデュオ。ポーランドや⼭梨での国際古楽コンクール
優勝をはじめ国際的に活躍する佐藤裕希恵と、名⼿ H.スミスの元で学び著名な指揮者やソリストとの共
演も多い瀧井レオナルドの⼆⼈が、綿密かつ⾊鮮やかに独⾃の世界観を描く。 
⼆⼈は共にスイス、バーゼルの古楽専⾨⾳楽⼤学スコラ・カントルムで学び、2014 年にデュオを結成。
そのテーマは「VOX POETICA―詩的な声」。⼆⼈の奏でる⾳は、まるで⼀本の⽷に縒られるかのごとく
融合する。ヨーロッパを中⼼にブラジル、⽇本でも公演を⾏い、2017 年秋デュオとしての拠点を⽇本へ
移す。東京・⼤阪でのフェルメール展公式タイアップコンサート及び CD『フェルメール〜絵の中の⾳楽』
（キングレコード）や株式会社ほぼ⽇とのコラボレーションなど、他ジャンルとの交流にも⼒を⼊れて
いる。2019 年よりコンサートシリーズ《La Conversation ‒ 対話》や古楽ワークショップを展開。2020
年にリリースしたソロ CD『テオルボと描く肖像』はレコード芸術特選盤に選出。 


